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子，同女子，対照群男子，同女子各グループの， I C , m A , m B , m c , N A , Adult の 6 校合発
育段階ごとに， 52計測項目の計測平均値，標準偏差，標準誤差を求め，下記の検討を行なった。
1 )各グノレーフ。について，各計測項目計測平均値にみられる年齢的変動を，各段階群間計測平均値の








1 )下顎前突者の皿 A (平均年齢 8 年)以下の若年者には上顎部の劣成長ないし後退が認められ，
さらに皿 B (9.7年)以後成人にいたるまでこの傾向は続いている。
2) 下顎前突者のオトガイ部は男女とも， n C-illA間 (6 -8 年)はほとんど前後的な変化を示
さないが， illA-illB 間 (8 -9.7年)には顕著に前進する。また皿 B一皿 C間 (9.7-11.5年)
では下方への移動が主体となっているが，女子では illC-NA間 (11.5-13.2年)に，男子では




3) しかし， 下顎前突の形態的特徴として一般にあげられている gonial angle および下顎下縁平
面傾斜角の聞大はいずれの段階群においても認められず，個体間変動として示されているにすぎ
ない。
4 )オトガイ部の位置の変化に一致して，下顎前突者の上下顎骨間関係は皿 B (9.7) 年において，
それまでの Heath らのいう skeletal 1 の関係から skeletal 皿の関係に移行し，その後も成人
にいたるまで下顎前突者の skeletal ill の関係は増悪する。
5 )一方歯列弓においては， 下顎オトガイ部の前進する時期， 皿 A-illB 間 (8 -9.7年)および
illC-NA 間(11. 5-13年)に上顎中切歯が唇側傾斜度を増し，下顎中切歯がその傾斜度を減じ
て舌側傾斜を来たしている。
以上の研究成績から，下顎前突者の顎態が増齢的に増悪して，年齢的な差が歯科矯正治療の難
易を左右する要因となる乙とが考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研突は，下顎前突者顎顔面頭蓋の成長に伴う形態推移の過程について研究したもので，従来ほと
んど行なわれなかったその年令と形態推移との関連について，重要な知見を得たものとして価値ある
業績と認める。
よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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